



























































据えられていた（安村 2004：19 ─ 21）（図 1・2）。観光に関わる交通、施設、宿泊、飲食
などを提供する業者、旅行会社や観光振興を図る地方政府などからなる観光専門家は、観
光対象を開発し観
ツ ー リ ス ト
光者を呼び込む。アーリが著書『観光のまなざし』の中で取り上げたの
は、たしかに観光対象が構築される過程であった。たとえば、第 2 章「大衆観光」では、



































































































































































































































光 案 内 所 、旅
ツーリスト・ビューロー
行会社 といった概念に含まれる観
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